
6 本時の目標と展開（授業② 6 年 3 組） 

 (1)本時の授業構想図 

本時のねらい 作業の速さも，単位量当たりの大きさの考えを用いて比べられることを理解すること

ができる。 

 

 

 

 

本時のバージ

ョンアップさ

れた考え 

仕事の速さは，小数でも表せることができ，１つの量の中で単位をそろえるために，

これまでの単位時間当たりの大きさを使って考えると，仕事の速さも比べることがで

きる。 

 

本時の「しなや

かに考える子

ども」の姿 

「どちらも 1 分間当たりの枚数で比べると，どちらの仕事（作業）が速いかを比べる

ことができるのではないかなあ。」 

「枚数が小数になったけど，そのように見て比べることができるね。」 

しなやかさに

欠ける子ども

への支援 

機械の仕事の速さをとらえられていない子どもへ 

これまでの学習の速さ比べなどを想起させ，時間，または，枚数を揃えれば比べられ

ることに気付かせる。 

 

ギャップを乗り

越えさせるため

の算数的活動 

２つの機械の仕事の速さを比べるためには，どちらかの量をそろえ単位量あたりの量

で求められることに気付かせる。 

 

ギャップ 

(違いやつまず

き) 

これまでの考え方で，機械の仕事の速さを求めることができるのだろうか。 

時間も「分」と「時間」だし，枚数も違うから比べられない。 

 

既習 これまでの単位量当たりの考えを活用 

 

問題 

 

 

 

Ａ，Ｂ２つのプリンターがあります。縦が８９㎜，横が１２７㎜のカラー写真を，Ａ

のプリンターは 1時間で 90枚，Ｂのプリンターは 12分で 20枚印刷することができま

す。速く印刷できるのは，どちらのプリンターですか？ 

速く印刷できるのは，どちらかを考えよう。 

 

評価規準 単位量当たりの大きさの考えを用いて，作業の速さなどの比べ方を考え，説明している。（考え方） 

評価の具体 

十分満足と判断される状況 努力を要する状況の児童への手立て 

既習の単位量当たりの考え方を基に考え，時間，

または，枚数を揃えて比べて説明している。 

これまでの学習の速さ比べなどを想起させ，時

間，または，枚数を揃えれば比べられることに気

付かせる。 

 

 

振り返り 

 

 

 

「今までとは違う仕事の速さで，時間も違うのでどのように比べたらよいかを考えた

けど，１つの量の中で単位をそろえるために単位量当たりの大きさの考えを使えば仕

事の速さも比べられることが分かった。」 

 



（２）本時の目標 

作業の速さも単位量当たりの大きさの考えを用いて比べられることを理解する。 

（３）本時の展開 

段

階 

学習活動と予想される児童の反応 留意点（・）と評価（□） 

しなやかに考える子どもの姿（※） 

  

 

つ

か

む 

 

 

 

５ 

分 

１ 問題を把握する。 

 ○今日の問題を確かめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を把握する。 

 

 

 

 

・前時までの速さの学習と本時の学習の問

題で気づいたことを確認し，仕事の速さ

について確認する。 

 

・問題文の中から作業の速さを求めること

に必要な数を確認する。 

・どうなることが速いのかを確認する。 

 

考

え

る 

５

分 

３ 自力解決をする。 

○どちらが速いかを求めよう。どうやって比べたかを

説明できるように求めてみよう。 

 

 

 

・既習の「４人の速さ比べ」のことを手が

かりにさせ，そろえるという視点で考え

させる。（机間指導） 

 

 

 

 

 

つ

く

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 

４ 学び合う。 

 ○どちらが速いかをどうやって比べましたか。 

 ・Ｂの方が速い。 

  

 ＜1 枚印刷するのに何分かかるかで比べる＞ 

 

 

 

 

 

 

  

＜時間を 60 分にそろえて比べる＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各自の考えを隣同士で確認し，自分の考

えを見直させる。 

※（仮説１に関わって） 

  既習の単位量当たりの大きさの考え方

を用いながら，単位量（時間，または，

枚数）を揃えて速さを比べたことを説明

している。 

 「一枚印刷するのに何分かかるかで比べ

ると」 

「時間を６０分にそろえて比べると」 

 

 

考単位量あたりの大きさの考えを用いて，

作業の速さなどの比べ方を考え，説明し

ている。(発言・ノート) 

・公倍数を使う考え方が出た場合には､２つ

以上を比べる場合などについて考えさせ

る。 

 

Ａ,Ｂ２つのプリンターがあります。 

縦が８９ｍｍ，横が１２７ｍｍのカラー写真

を，Ａのプリンターは１時間に９０枚，Ｂのプ

リンターは１２分で２０枚印刷することができ

ます。 

速く印刷できるのは，どちらですか。 

どちらが速く印刷できるか考えよう。 

２０ 

１枚印刷するのに何分かかるかを比べると 

Ａ・・６０÷９０＝０．６６・・・ 

Ｂ・・１２÷２０＝０．６ 

Ｂのプリンターの方が，時間が少ないのでＢの

プリンターの方が速い。 

時間を６０分にそろえて比べると， 

Ａは，６０分で９０枚印刷できる。 

Ｂは，１２分で２０枚印刷できるので，６０分

では２０枚の５倍の１００枚印刷できる。 

同じ時間では，Ｂの方が多く印刷できるので，

Ｂのプリンターの方が速い。 



＜1 分間当たりの印刷枚数で比べる＞ 

 

 

 

 

 

 

 ◯出てきた答えから考えることはないかな？ 

 ・今までの速さの答えなら小数の答えがないのに小数

でいいのだろうか。 

 ・本当はない枚数でも，その数字で考えることで必要

だと思う。例えば，Ａは 2 分で 2 枚というように，

その数字で比べることができそうだ。 

 ◯仕事の速さは，小数でも表すことができるというこ

とですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これらの比べ方でどんなことを考える？ 

 ・仕事の速さを比べるには，どちらかを揃えて１つの

量で比べると求められる。 

 ・速さと同じように 1 分間当たりで求められる。 

 ○このことから作業の速さを求めるために，大事にす

ることはどんなことだろう。 

 ・これまでの速さと同じように、１つの量をそろえる

と、仕事の速さも単位量当たりの大きさを使うとで

きそう。 

 

 

  

 

 

・数直線を使いながら比例関係をとらえさ 

 せる。 

・1 分間当たりの量で比較することが出て

こない時は，「時速も分速もあったから分

速でも出してみよう」という投げかけで

考えさせる。 

・整数にならなくても比べることができる

ことを確認する。 

※（仮説２に関わって） 

 自分の考えを説明したり，友達の考えを

聞いたりしながら，いくつかの考え方を

比較し，作業の速さを１単位時間当たり

の大きさの考えを用いて比べることを理

解している。また，小数で表すことから

これまでの速さと仕事の速さの違いに気

づいている。 

 「仕事の速さを比べるには，時間をそろ

えるほうがよさそう。仕事の速さも走

るのと同じように単位量で考えればい

い。」 

「これまでの速さは，小数で表せなかっ

たけど，仕事の速さは小数でも表せる。

仮に，1 分間で 1.5 枚なら 2 分で 3 枚

ということだからいい。」 

 

・課題を解決した後，それぞれの単位量に

よって数値が違うが流れているスピード

は同じということを出てきた答えで確認

する。 

 

ま

と

め

る 

 

５ 

分 

５ 学習のまとめをする。 

○今日の学習のまとめをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕事の速さを比べるには，１つの量をそろえて単位時間あたり

の大きさで比べることができる。 

 仕事の速さは，小数でも表すことができる。 

１分間に何枚印刷できるかを比べると 

Ａ・・９０÷６０＝１．５ 

Ｂ・・２０÷１２＝１．６６・・・ 

Ｂのプリンターの方が多く印刷できるので，Ｂ

のプリンターのほうが速い。 

 

 

１ 

１ 

90÷60 

20÷12 

1 時間 

1 時間 

90 

12 分 

20 枚 

（枚） 

（時間） 

（枚） 

（時間） 

０ 

０ 

０ 

０ 



つ

な

げ

る 

 

 

分 

６ 練習する。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習の振り返りをする。 

 ○今日の考え方で大事なことはどんなことだと思いま

すか。 

 今までとは違う仕事の速さで，どのように比べたらよ

いかを考えたけど，やっぱり１つの量でそろえてやれ

ば，これまでの単位量当たりの大きさの考えを使えば

仕事の速さも比べられることが分かった。 

 

８ 次時の学習内容を知る。 

 

 

 

 

 

考単位量あたりの大きさの考えを用いて，

作業の速さを求めることができ，何をそ

ろえて考えたのか説明している。(発言・

ノート) 

 

 

 

・振り返りをノートに書いてから，発表さ

せる。 

 

 

 

・習熟問題などを通して学習のまとめをし

ていくことを確認する。 

 

（４）本時の板書 

 

１０ 

 Ａ，Ｂ２つの自動車工場があります。 

 Ａ工場は１時間で６２台生産し，Ｂ工場は５

分で６台生産します。 

 自動車を生産する速さは，どちらの工場が速

いでしょうか。 

Ａ,Ｂ２つのプリンターがあります。 

縦が８９ｍｍ，横が１２７ｍｍのカラ

ー写真を，Ａのプリンターは１時間に９

０枚，Ｂのプリンターは１２分で２０枚

印刷することができます。 

速く印刷できるのは，どちらですか。 

どちらが速く印刷できるか考え

よう 

 仕事の速さを比べるには，１つ

の量をそろえて単位時間あたりの

大きさで比べることができる。 

 仕事の速さは，小数でも表すこ

とができる。 

枚数も速さも違う

からどうする？ 

求めるのは➡仕事の速さ？ 

何かにそろえて比べる 

Ａ・・６０÷９０＝０．６６・・・ 

Ｂ‥１２÷２０＝０．６ 

Ｂのプリンターの方が，時間が少

ないのでＢのプリンターの方が

速い。 

Ａは，６０分で９０枚 

Ｂは，１２分で２０枚 

２０枚の５倍の１００枚で印刷

できる。同じ時間では，Ｂの方

が多く印刷できるので，Ｂのプ

リンターの方が速い。 

時間を６０分にそろえて 

比べると， 

1 枚印刷するのに何分か

かるかを比べると 

Ａ・・９０÷６０＝１．５ 

Ｂ・・２０÷１２＝１．６６・・・ 

Ｂのプリンターの方が多く印

刷できるので，Ｂのプリンタ

ーのほうが速い。 

１分間に何枚印刷できるかを

比べると 

時間を６０分にそろえて 

比べると， 

Ａ 

Ｂ 

（枚） 

（枚） 

（時間） 

（時間） 

１ 

１ 

20÷12 

62÷60 

1分間当たり 

の量 

1つの量にそろえて 

０ 

０ 

０ 

０ 
20 

12 

1 時間 

1 時間 

90 

×５ 

×５ 


